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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）開発の取り組み
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CHROMA ATE INC.のご紹介
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CHROMA ATE INC.のご紹介

会社概要

The Taiwan Top 
100 Best performing 
CEO, 2020 (Rank 15)

Harvard Business Review

会社名 Chroma ATE Inc クロマジャパン株式会社

設立 1984.11.8 2008.5.30

資本金
US $140 Million  
（151億円（$1≒108円換算））

9,950万円

株式上場 1996.12 (TAIEX : 2360) 非上場

会長＆CEO Leo Huang Leo Huang

従業員数
グループ全体 3,025名：
グローバル2,536名,うち台湾1,780名 (2021.01)

50名（2021年5月現在）

売上
US $ 306.0Million (2020)

US $ 517.8 Million (2020 Consolidated)
非公開

所在地 Taoyuan, Taiwan （台湾桃園） 横浜市港北区新羽町888

製品 電子計測機器

自動検査システム

工場実行管理システム

ターンキーソリューション

Chroma製品の販売

保守校正及びメンテナンス
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CHROMA ATE INC.のご紹介

Wireless Charger ATS

EVSE ATS

EV Charging Compatibility

ATS
OBC/DC-DC

Converter

ATS

DYNO ATS

Power HIL ATS

Battery Turnkey 

Solution

https://www.chromaate.com/en/test_solutions/electric_vehicle_test_solution
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

引用：2020年度活動報告/Activity report 2020 
https://www.chademo.com/wp2016/wp-content/japan-uploads/2021GA/CHAdeMO2021GA.pdf
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

ヤマハ（主査），東京電力HD，ホンダ，スズキ，SUBARU，東光高岳， ニチコン，新電元，菊水電子，
住友電工，TUV Rheinland Japan，クロマジャパン，Aidea，ASTI，キーサイト・テクノロジー，ULジャパ
ン， JET，デジタルプロセス

二輪車WG参加企業：
引用：210914 第33回 二輪車WG（210910）.pptx
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

Ship and Ocean Industries R&D Center (SOIC)
財團法人船舶暨海洋產業研發中心

日月潭電動船與直流快充之應用
https://www.soic.org.tw/portfolio-item/%e6%97%a5%e6%9c%88%e6%bd%ad%e9%9b%bb%e5%8b%95%e8%88%b9%e8%88%87%e7%9b%b4%e6%b5%81%e5%bf%ab%e5%85%85%e4%b9%8b%e6%87%89%e7%94%a8/

CHROMA ATE INC.

https://www.soic.org.tw/en/

https://www.chromaate.com/en/index CHROMA JAPAN

会員番号：R-300027

会員番号：R-310001
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

https://www.chromaate.com/en/newsroom/news111
2018.10.9 TAITRONICS

CHROMA ATE INC.はTES(Taiwan E-scooter Standard) に対応した検定器を発表いたしました。
CHROMA ATE INC.は台湾政府が掲げた2035年までに全てのバイクの電動化の目標に貢献しております。

引用：https://www.taiwannews.com.tw/en/news/3568172
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

＜主要諸元＞
• 用途：充電器試験、車両試験（将来対応）

プロトコルモニタ
• 通信プロトコル：e-PTW1.0 （86項目）
• コネクタ最大電圧＆電流：120V/100A
• バッテリー模擬：120V/100A/3kW(標準)

（お客様のご要求に合わせ仕様変更可能） 引用：https://www.chademo.com/ja/portfolios/chroma-model-8000/

CONTENTS

1. The protocol test of CHAdeMO electric powered two wheelers test.

Change History

Version Date Author

CHAdeMO Protocol check sheet

Changes Remarks

TEST
Part of the

specification
Category Test Scenario Event Stop signal Remarks Timing

TEST_001 Part 1 M1 ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣前の充電器停止処理動作の確認 C-NC1 手動による停止ﾎﾞﾀﾝ処理により､充電開始ﾄﾘｶﾞON直後のﾕｰｻﾞによる正常停止を指示｡ (1)ﾀｲﾑｱｳﾄ 6.0s前に手動による停止ﾎﾞﾀﾝ処理を実施すること。

TEST_002 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-NV1 車両が｢車両充電停止制御H'500.1.3=1｣を送信｡車両が正常停止を指示｡

TEST_003 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(1) 車両が｢充電ｼｽﾃﾑ異常(H'500.0.0)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_004 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(2) 車両が｢電池過電圧(H'500.0.1)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_005 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(3) 車両が｢電池不足電圧(H'500.0.2)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_006 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(4) 車両が｢電池電流差異 (H'500.0.3)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_007 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(5) 車両が｢電池温度高(H'500.0.4)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_008 Part 1 M2(1) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(1) C-EV1(6) 車両が｢電圧差異(H'500.0.5)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

TEST_009 Part 1 M2(2) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'509)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(2) C-EC4
充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢電池耐力上限値(H'500.6,H'500.7)｣を
受信｡

TEST_010 Part 1 M2(2) ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'509)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(2) C-EC5
充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢出力可能電圧値(H'508.2,H'508.3)｣を
受信｡

TEST_011 Part 1 M3(1)
｢充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508, H'509)送信開始｣後の充電器停止処理動作の確認
(1)

C-NV1 車両が｢車両充電停止制御H'500.1.3=1｣を送信｡車両が正常停止を指示｡

検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内でSTOP SIGNALを送信できない
場合は､M4(1)内TEST_021との共通試験としてする｡M4(1)内TEST_021と共通
試験とした場合､M3(1)内TEST_011を省略する｡

TEST_012 Part 1 M3(1)
｢充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508, H'509)送信開始｣後の充電器停止処理動作の確認
(1)

C-EV1(1) 車両が｢充電ｼｽﾃﾑ異常(H'500.0.0)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内でSTOP SIGNALを送信できない
場合は､M4(1)内TEST_023との共通試験としてする｡M4(1)内TEST_023と共通
試験とした場合､M3(1)内TEST_012を省略する｡

TEST_013 Part 1 M3(1)
｢充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508, H'509)送信開始｣後の充電器停止処理動作の確認
(1)

C-EV1(2) 車両が｢電池過電圧(H'500.0.1)=1｣を送信｡充電器が異常ﾌﾗｸﾞを検知｡

検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内でSTOP SIGNALを送信できない
場合は､M4(1)内TEST_024との共通試験としてする｡M4(1)内TEST_024と共通
試験とした場合､M3(1)内TEST_013を省略する｡

CHAdeMO electric powered two wheelers test

CHAdeMO electric powered two wheelers test 

TEST Event
TEST_009 C-EC4

TEST_010 C-EC5

Time1 Time2 Other  items Criteria

1 車両は、充電器がスイッチ(P1)＝ON後、車両CANデータ(H'500.H'501)の送信開始が≦4.0ｓであること。
ｽｲｯﾁ(P1)=ON
(VP=12V)

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信開始 ≦4.0s s
検査装置が正常に動作してい

るか確認するための試験

2
車両は、充電器からの充電停止指示を受信後､≦0.5sに車両充電停止制御(H'500.1.3)= 1､車両充電可能(H'500.1.0)= 0､充電電流指令
値(H'500.2, H'500.3)= 0､充電開始前待機要求(H'500.1.4)= 0を送信すること｡

充電器からの充電停止指示受信
（充電器停止制御 H'508.1.0=1 or 異常フラグ
H'508.0.X=1)

車両充電停止制御(H'500.1.3)= 1
車両充電可能(H'500.1.0)= 0
充電電流指令値(H'500.2, H'500.3)= 0
充電開始前待機要求(H'500.1.4)= 0送信

≦0.5s s
検査装置が正常に動作してい

るか確認するための試験

3
充電器は、充電器停止制御(H'508.1.0)=1を送信後､≦0.5sに充電器停止制御(H'508.1.0)= 1､充電開始前待機状態(H'508.1.4)= 0を送信
されていることを確認すること｡

充電器停止制御(H'508.1.0)=1送信
充電器停止制御(H'508.1.0)= 1
充電開始前待機状態(H'508.1.4)= 0送信

≦0.5s s
(8)遵守

付録:TCC-A002参照

4 充電器は、充電器停止制御(Ｈ’508.1.0)＝1を送信後、1.5ｓ≦2.5sに充電器停止制御(H'508.1.0)=0を送信すること。 充電器停止制御(H'508.1.0)= 1送信 充電器停止制御(H'508.1.0)=0送信 1.5s≦2.5s s
H'508.1.0=1から1.5s待機及び

(11)遵守
付録:TCC-A002参照

≦4.0ｓ s

Measurement result：充電器の出力回路電流 A

Measurement result：現在出力電流値
(H'509.4,H'509.5)

A

≦0.5s s

Measurement result：充電器の出力回路電圧 V

Measurement result：現在出力電圧値
(H'509.2,H'509.3)

V

7

車両は、車両側開閉器=開､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を送信後､≦1.0sに車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)を
送信停止すること｡
(充電器準備完了(H'508.1.3)のフラグ変化が無いため、車両が車両側開閉器=開､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御
(H'500.1.3)=0を送信後から遵守時間の確認とすること。)

車両側開閉器=開
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0送信

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信停止 ≦1.0ｓ s
検査装置が正常動作している
か確認するたもの試験

8
充電器は、車両が車両CANデータ(Ｈ’500，Ｈ’501)を送信停止後、≦0.5ｓに充電器CANデータ(Ｈ’508，Ｈ’509)の送信を停止するこ
と。

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信停止 充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508,H'509)送信停止 ≦0.5s s
(15)遵守

付録:TCC-A001参照

9 充電器は、充電器CANデータ(Ｈ’508，Ｈ’509)を送信停止後、1.0ｓ≦2.0ｓにスイッチ(P1)=OFFにすること。 充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508,H'509)送信停止 ｽｲｯﾁ(P1)=OFF 1.0s≦2.0s s
車両終了処理のための1.0s

待機及び(16)遵守
付録:TCC-A001参照

10 充電器は、スイッチ(P1)=OFFであること。 ｽｲｯﾁ(P1)=OFF - ｽｲｯﾁ(P1)=OFF

ｽｲｯﾁ(P1)=OFF
付録:TCC-A001参照

（VP信号の電圧として0.5V以
下であることを確認するこ

と。）

※「Measurement result」は、測定結果の小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表記すること。

STOP SIGNAL

車両終了処理のための1.0s待機時間の動作確認
及び(16)遵守時間の確認

ｽｲｯﾁ(P1)=OFFの動作確認

(14)遵守時間の確認

(13)遵守時間の確認

Test Date　(YYYY/MM/DD hh:mm)

No Evaluation item Requirement
Measurement items

Remarks
Pass/

Fail

(15)遵守時間の確認

6
充電器は、出力回路の直流電圧≦10V､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を受信後､≦0.5sに充電器準備完了
(H'508.1.3)=0を送信されていることを確認すること｡

出力回路の直流電圧≦10V
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0受信

充電器準備完了(H'508.1.3)=0送信
(13)遵守
付録:TCC-A001参照

≦10V

≦1A

Test Scenario; ｢車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'509)初回受信｣後の充電器停止処理動作の確認(2)
Remarks

Stop Signal
充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢電池耐力上限値(H'500.6,H'500.7)｣を受信｡
充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢出力可能電圧値(H'508.2,H'508.3)｣を受信｡

Measurement
result

5 (12)遵守時間の確認
車両は、出力回路の直流電流≦１A、充電器状態(H'508.1.1)=0、充電器停止制御(H'508.1.0)=0を受信後、≦4.0ｓに車両開閉器＝開、
車両状態(H'500.1.1)＝１、車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を送信すること。

(出力回路の直流電流≦1A)*1
充電器状態(H'508.1.1)=0
充電器停止制御(H'508.1.0)=0受信

車両側開閉器=開
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0送信

検査装置が正常に動作してい
るか確認するための試験

*1:仕様上はトリガ条件になっ
ているが電流値の測定のみ

実施

0

(9)遵守時間の確認

H'508.1.0=1から0.5s以内
(8)遵守時間の確認

H'508.1.0=1から1.5s待機時間及び(11)遵守時間の
確認

(1)遵守時間の確認

CHAdeMO electric powered two wheelers test 

TEST Event
TEST_018 C-EC6

TEST_019 C-EC4

TEST_020 C-EC5

Time1 Time2 Other  items Criteria

1 車両は、充電器がスイッチ(P1)＝ON後、車両CANデータ(H'500.H'501)の送信開始が≦4.0ｓであること。
ｽｲｯﾁ(P1)=ON
(VP=12V)

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信開始 ≦4.0s s
検査装置が正常に動作してい

るか確認するための試験

2 充電器は、車両CANデータ(H'500, H'501)を受信後、≦0.5ｓに充電器CANデータ(H'508, H'509)を送信開始すること。 車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500, H'501)受信 充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508, H'509)送信開始 ≦0.5s s
(2)遵守

付録:TCC-A001参照

3
車両は、充電器からの充電停止指示を受信後､≦0.5sに車両充電停止制御(H'500.1.3)= 1､車両充電可能(H'500.1.0)= 0､充電電流指令
値(H'500.2, H'500.3)= 0､充電開始前待機要求(H'500.1.4)= 0を送信すること｡

充電器からの充電停止指示受信
（充電器停止制御 H'508.1.0=1 or 異常フラグ
H'508.0.X=1)

車両充電停止制御(H'500.1.3)= 1
車両充電可能(H'500.1.0)= 0
充電電流指令値(H'500.2, H'500.3)= 0
充電開始前待機要求(H'500.1.4)= 0送信

≦0.5s s
検査装置が正常に動作してい

るか確認するための試験

4
充電器は、充電器停止制御(H'508.1.0)=1を送信後､≦0.5sに充電器停止制御(H'508.1.0)= 1､充電開始前待機状態(H'508.1.4)= 0を送信
されていることを確認すること｡

充電器停止制御(H'508.1.0)=1送信
充電器停止制御(H'508.1.0)= 1
充電開始前待機状態(H'508.1.4)= 0送信

≦0.5s s
(8)遵守

付録:TCC-A002参照

5 充電器は、充電器停止制御(Ｈ’508.1.0)＝1を送信後、1.5ｓ≦2.5sに充電器停止制御(H'508.1.0)=0を送信すること。 充電器停止制御(H'508.1.0)= 1送信 充電器停止制御(H'508.1.0)=0送信 1.5s≦2.5s s
H'508.1.0=1から1.5s待機及び

(11)遵守
付録:TCC-A002参照

≦4.0ｓ s

Measurement result：充電器の出力回路電流 A

Measurement result：現在出力電流値
(H'509.4,H'509.5)

A

≦0.5s s

Measurement result：充電器の出力回路電圧 V

Measurement result：現在出力電圧値
(H'509.2,H'509.3)

V

8

車両は、車両側開閉器=開､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を送信後､≦1.0sに車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)を
送信停止すること｡
(充電器準備完了(H'508.1.3)のフラグ変化が無いため、車両が車両側開閉器=開､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御
(H'500.1.3)=0を送信後から遵守時間の確認とすること。)

車両側開閉器=開
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0送信

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信停止 ≦1.0ｓ s
検査装置が正常動作している
か確認するたもの試験

9
充電器は、車両が車両CANデータ(Ｈ’500，Ｈ’501)を送信停止後、≦0.5ｓに充電器CANデータ(Ｈ’508，Ｈ’509)の送信を停止するこ
と。

車両CANﾃﾞｰﾀ(H'500,H'501)送信停止 充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508,H'509)送信停止 ≦0.5s s
(15)遵守

付録:TCC-A001参照

10 充電器は、充電器CANデータ(Ｈ’508，Ｈ’509)を送信停止後、1.0ｓ≦2.0ｓにスイッチ(P1)=OFFにすること。 充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508,H'509)送信停止 ｽｲｯﾁ(P1)=OFF 1.0s≦2.0s s
車両終了処理のための1.0s

待機及び(16)遵守
付録:TCC-A001参照

11 充電器は、スイッチ(P1)=OFFであること。 ｽｲｯﾁ(P1)=OFF - ｽｲｯﾁ(P1)=OFF

ｽｲｯﾁ(P1)=OFF
付録:TCC-A001参照

（VP信号の電圧として0.5V以
下であることを確認するこ

と。）

※「Measurement result」は、測定結果の小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表記すること。

STOP SIGNAL

車両終了処理のための1.0s待機時間の動作確認
及び(16)遵守時間の確認

ｽｲｯﾁ(P1)=OFFの動作確認

(14)遵守時間の確認

(13)遵守時間の確認

Test Date　(YYYY/MM/DD hh:mm)

No Evaluation item Requirement
Measurement items

Remarks
Pass/

Fail

(15)遵守時間の確認

7
充電器は、出力回路の直流電圧≦10V､車両状態(H'500.1.1)=1､車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を受信後､≦0.5sに充電器準備完了
(H'508.1.3)=0を送信されていることを確認すること｡

出力回路の直流電圧≦10V
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0受信

充電器準備完了(H'508.1.3)=0送信
(13)遵守

付録:TCC-A001参照
≦10V

≦1A

Test Scenario; ｢充電器CANﾃﾞｰﾀ(H'508, H'509)送信開始｣後の充電器停止処理動作の確認(2)
Remarks

Stop Signal
充電器がﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ前に出力端子電圧>10Vを検知｡

TEST_018/C-EC6
検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内の｢Vdc≦Vdc_LIMIT｣判定前に出力端子電圧>10Vを印加できる様､｢CAN通信開始(State C)｣内で印加ﾀｲﾐﾝｸﾞを調整すること｡

TEST_019/C-EC4
検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内でSTOP SIGNALを送信できない場合は､M4(2)内TEST_030との共通試験としてする｡M4(2)内TEST_030と共通試験とした場合､M3(2)内TEST_019を省略する｡

TEST_020/C-EC5
検査装置が｢ﾗｯﾁﾎｰﾙﾄﾞ(CH_SUB_03 )｣ﾌﾛｰ内でSTOP SIGNALを送信できない場合は､M4(2)内TEST_031との共通試験としてする｡M4(2)内TEST_031と共通試験とした場合､M3(2)内TEST_020を省略する｡

充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢電池耐力上限値(H'500.6,H'500.7)｣を受信｡
充電器が｢充電電圧目標値(H'500.4, H'500.5)｣>｢出力可能電圧値(H'508.2,H'508.3)｣を受信｡

Measurement
result

6 (12)遵守時間の確認
車両は、出力回路の直流電流≦１A、充電器状態(H'508.1.1)=0、充電器停止制御(H'508.1.0)=0を受信後、≦4.0ｓに車両開閉器＝開、
車両状態(H'500.1.1)＝１、車両充電停止制御(H'500.1.3)=0を送信すること。

(出力回路の直流電流≦1A)*1
充電器状態(H'508.1.1)=0
充電器停止制御(H'508.1.0)=0受信

車両側開閉器=開
車両状態(H'500.1.1)=1
車両充電停止制御(H'500.1.3)=0送信

検査装置が正常に動作してい
るか確認するための試験

*1:仕様上はトリガ条件になっ
ているが電流値の測定のみ

実施

(9)遵守時間の確認

H'508.1.0=1から0.5s以内
(8)遵守時間の確認

H'508.1.0=1から1.5s待機時間及び(11)遵守時間の
確認

(1)遵守時間の確認

(2)遵守時間の確認
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

＜制御ラック＞
 基本搭載機器

・制御用IPC
・車両模擬用シミュレータ
・電圧＆電流測定用DMM

 将来対応
・充電器模擬用シミュレータ

（e-PTW1.0対応）
・各種充電規格に対応した

シミュレータの追加が可能

（GB/T,CCS）

＜電源＆電子負荷ラック＞
 バッテリー模擬

：120V/100A/3kW(標準)
（お客様のご要求に合わせ仕様変更可能）

 充電電流出力模擬
（充電器模擬時）

＜電源＆電子負荷ラック＞＜制御ラック＞
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

 対応テストシナリオ
e-PTW1.0用プロトコルチェックシート（PCS）に対応したテストシナリオが標準搭載
（将来的に車両側PCSのテストシナリオを追加予定 ※HWの追加も必要）

 オプション
CHAdeMO規格 0.9.1, 1.2, 2.0.1, 3.0, V2H ｖ2.1 (将来対応) ※HWの追加も必要

 制御用ソフトウェアPP3(Power ProⅢ)について

PP3(Power ProⅢ )紹介Video https://www.youtube.com/watch?v=Oc2jIo1wqGw#action=share

＜制御用ソフト、PP3(Power Pro Ⅲ） 操作画面及び結果表示画面＞ ＜PCSのシートに合わせた自動レポート生成機能＞
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

 データロギング機能

 DeweSoft社製 DewedX3ソフトウェアを使用して充電器及び車両間のCANデータ及びシミュレータ経由での電圧＆電流のロギングが可能

 プロトコル試験中のCAN信号をリアルタイムにモニタリングが可能

 プロトコル試験実施後に充電プロセスのレビューが可能

 任意に表示用GUIの作成が可能

ソフトウェア紹介ページ

https://dewesoft.com/products/daq-software/dewesoft-x

 リアルタイムのステータス表

 グラフによる時系列のステータス表示
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電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

●車両＋充電器用検定器

INDICATOR LIGHT POW ER ON BUTT ON POW ER OFF BUTTON

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

●充電器用検定器

●車両用試験器

（二輪車開発支援ツール）

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

INDICATOR LIGHT POW ER ON BUTT ON POW ER OFF BUTTON

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

INDICATOR LIGHT POW ER ON BUTT ON POW ER OFF BUTTON

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

DMM/SU
34970A

充電器車両

充電器

車両

・２０２０年度開発完了

・２０２２年度以降開発予定

・電動二輪車及び充電器対応プロトコル試験器
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アジェンダ

 CHROMA ATE INC. について

 電動二輪車向けプロトコル試験器（検定器）のご紹介

 プロトコル試験器開発の将来展望
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プロトコル試験器開発の展望

電動二輪車向けプロトコル試験器開発の経験も
とに、今後、ChaoJi1及びChaoJi2（CHAdeMO3.0）
のプロトコル試験器の開発をおこないます。

イメージ図
https://www.chromaate.com/en/newsroom/news527

CHAdeMO 3.0
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プロトコル試験器開発の展望

引用：2020年度活動報告/Activity report 2020 
https://www.chademo.com/wp2016/wp-content/japan-uploads/2021GA/CHAdeMO2021GA.pdf

将来のUnified Protocolへの拡張を見据えた、ChaoJi1及びChaoJi2（CHAdeMO 3.0）対応
のプロトコル試験器を開発いたします。
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プロトコル試験器開発の展望

ChaoJi2 (CHAdeMO3.0) プロトコル試験器コンセプト

Relay control

Monitoring Detection Point

Reading Voltage (HV)

Reading Current (HV)

CAN Signal

<信号モニタ端子>
制御信号＋CAN信号

制御用コントローラ

CAN Signal(SAE J1939)

※GBTで使用するSAE J1939の拡張CAN信号については、８０６１８で信号生成

CHROMA 80618 (Interface Emulator)<信号モニタ端子>
CAN信号 (SAEJ1939)

ChaoJi2(CHAdeMO 3.0)対応シミュレータ（車両模擬）

バッテリー模擬

１：電源＋電子負荷によるBT模擬
２：双方向電源によるBT模擬

※試験の目的に合わせ仕様変更可能

<信号モニタ＋ロギング>
制御信号＋CAN信号

制御用SW PP3（Power Pro Ⅲ）

ロギング＋信号解析SW
DeweSoft社製

● ChaoJi1用オプション ChaoJi2 (CHAdeMO3.0) 
プロトコル試験器

充電器
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プロトコル試験器開発の展望

CHROMA ATE INC.は電子計測器メーカの立場より、ChaoJi規格の発展、普及貢献いたします。

引用：ChaoJi日中合同イベント ChaoJiの検討状況と今後の活動計画（プレゼン資料）
https://www.chademo.com/wp2016/wp-content/uploads/ChaoJi202006/ChaoJi0619JP.pdf
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Get more information by downloading

Chroma ATE Solutions APP

w w w . c h r o m a a t e . c o m

Driving Innovation to Success

Thank You!

ご清聴ありがとうございました。

資料の内容等含め、ご不明な点がございましたらお気軽にご連絡ください。

クロマジャパン㈱ 榊原 寿基

Email: sakakibara@chroma.co.jp

TEL  : 06-7507-2714

mailto:sakakibara@chroma.co.jp
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